
（様式第２号） 

SDGs 達成に向けた宣言書（要件１） 

 

令和 7 年 12 月 1 日 

 

所在地                

企業名                

代表者                         

 

当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

記 

SDGs 達成に向けた経営方針等 

地域の皆様に愛される企業であり続けるために、日々の努力と技術の研鑽を続けています。これらは

SDGs 達成と軸を同じくする考えであり、社員一人ひとりが意識し取り組むことによって、SDGs の達

成に貢献していきます。 

 

３側面 

（主な分

野にレ） 

SDGs 達成に向けた重点的な取組 2030 年に向けた指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

登録年月日：令和 4 年 12 月 1 日 

☐環境 

✓社会 

✓経済 

働きがいのある職場づくり 

社員全員が不利な立場

に置かれることなく、

生産性を高める職場づ

くりに努め、仕事とプ

ライベートの両立も積

極的に推進する。 

有休休暇 5 日/年取得

率 100％をめざす 

現状：50％ 

2030 年：100％ 

業務の円滑な遂行

と、個人の生活の両

立を図るべく、有給

奨励日を設け、取得

しやすい環境を作

った。 

指数の現状値 

100％達成 

（進捗率） 

100％ 

✓環境 

☐社会 

☐経済 

建墓・免震施工・クリーニング 

自社製品の品質に責任

を持ち、提供している

「墓石製品保証制度」

や、墓石の倒壊を防ぐ

免震施工、墓石の耐用

年数を増やすクリーニ

ングを行う事によっ

て、石を長持ちさせ、資

源の過剰な採掘を防ぎ

資源の保護をする 
現状：免震施工 60 件

(新規建立は 100％) 
2030 年保守用：100％ 

石材の過剰な採掘

を防ぐため、自社工

場を持つ強みを生

かし、墓石の修繕や

補修、クリーニング

作業を行った。ま

た、墓石の倒壊を防

ぐため、積極的に免

震施工の提供に取

り組んだ。また撤去

工事は部材ごとの

分別と砕石などは

再利用することで

（進捗率） 

60％ 

山梨県甲府市中央二丁目 14-6 

株式会社小野石材店 

代表取締役 小野元嗣 



クリーニング 21 件 
2030 年間受注：200％ 

循環環境に貢献し

た。 

指数の現状値 

新規免震施工 54 件 

クリーニング 25 件 

修繕・補修 22 件 

撤去 70 件 

☐環境 

✓社会 

✓経済 

地域の活性化に貢献 地元山梨で開催され

る、スリーピークス八

ヶ岳トレイルや身延町

の修行走等のイベント

に協賛、参加させて頂

き、観光地としての魅

力の発信など地域の活

性化に取り組むととも

に、山の保全活動に繋

げる。 

現状：参加人数２名 

2030 年：参加人数 10

名 

今年は別のイベン

トと日程が重なっ

てしまった為、社員

の参加は叶わなか

ったが、各団体が取

り組む姿勢に協賛

という形で参加し

た。またトロフィ製

作を石材で提供で

きた。 

 

参加人数：0 名 

（進捗率） 

 

 

10％ 

 

 

✓環境 

☐社会 

✓経済 

県産材を活用した新商品の開発 

地元山梨では採石はで

きない為、限られた資

源を有効的に使用し、

リユースも含めて商品

開発する。山梨県産ら

しい魅力の発信など地

域の活性化に取り組む

とともに、山の保全活

動に繋げる。 

現状：墓石・小物 

2030 年：サウナ用品・

アウトドア用品の開発 

役目を終えた山梨

県産の石材を砕き、

再度小物として商

品化した。また、サ

ウナ用品として富

士山の溶岩をアピ

ールし、より多くの

方に山梨県の石材

を知ってもらえる

よう情報の発信を

行った。 

（進捗率） 

30％ 

 

2030 年の目指す姿 

小野石材店では、「国や企業が取り組むこと」ではなく、「私たちの生活にある身近な問題」とし捉え、理

解を進めるとともに目標達成のための努力を行っている。また、社員一人ひとりが SDGｓを念頭にした

事業活動に取り組んでおり、持続可能な経営が確立できている。 

 

 

 

【記載留意点】 

・上記については「SDGs 達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、（様式第３号）「SDGs 

 達成に向けた取組チェックリスト」（要件２）に記載いただいた取組を踏まえ、「SDGs 達成に向けた重 

点的な取組」を記載してください。 

・指標は、原則として数値目標を記載してください。 



・「環境」、「社会」、「経済」の 3 側面の全てについて重点的な取組を記載してください。該当する分野 

にチェックを入れ、取組が複数の分野にまたがる場合は、複数にチェックを入れてください。 

・重点的な取組及び指標の進捗状況については、新規登録時は記入不要です。 


